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第９５回都市対抗野球第一次予選福島県大会
第一次予選福島県大会３連覇！！

◇試合結果◇
二 回 戦 ＶＳ 郡山ベースボールクラブ（６対１）勝利
準 決 勝 ＶＳ EKCベースボールクラブ（３対０）勝利
決 勝 ＶＳ オールいわきクラブ （８対１）勝利

集合写真を1枚（１）



八百板 飛馬 外野手（主将）
都市対抗野球一次予選も熱い応援ありがとうございました。皆様のおかげで３年連続で優勝する事が出来

ました。今大会は、厳しい場面も有りながら総力戦で戦い抜くことが出来ました。『チーム全員が自分のや
るべき事を理解している！』これが、今のチームの強みだと私は思っております！
二次予選では企業チームとの対戦になりますが、今のエフコムＢＣは対等に戦えると思っております！泥

臭くエフコムＢＣらしく戦い抜きます。今後ともご声援の程宜しくお願致します。
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ＪＡＢＡ福島市長杯争奪野球大会

小川 佳斗 投手
いつも熱い応援ありがとうございます！準決勝、決勝と厳しい試合が続きましたが応援団はじめ皆様の熱

い応援のおかげで優勝することが出来ました！
今大会で出た課題を修正し二次予選に臨みたいと思います。

エフコムＢＣ 中島 周作 監督兼内野手、主将の八百板 飛馬 外野手と最高殊勲選手賞の
小川 佳斗 投手より本大会のコメントをいただきました！

中島 周作 監督兼内野手
第９５回都市対抗野球第一次予選福島県大会にて、沢山の応援頂きありがとうございました。選手それぞ

れが、ゲームで力を発揮して優勝することができました。今大会では、随所でバッテリーを中心とした守り
でナイスプレーが多数積み上げられて、最小失点で守り勝つ事ができました。また、攻撃面においても、チ
ャンスでの積極的なバッティングで得点に繋げる事ができ収穫の多い大会でした。
二次予選では、チーム一丸となって自信を持って全力でプレーして参ります。今後とも、応援の程宜しく

お願い致します。
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声援が力に
なりました！
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二回戦 ＶＳ 郡山ベースボールクラブ

長根 尚輝 選手 ＜先発＞
投手/出身校：花巻東高校 ⇒ 東北公益文科大学

高野 光輝 選手
捕手兼コーチ/出身校：聖光学院高校 ⇒ 敬愛大学

先発の長根尚輝選手はテンポの良い投球と高野光輝コーチ兼選手の好リードにも応えて、５回まで無安打無失点に抑えます。攻
撃陣は１回裏に一死満塁から渡邉翼選手が押出四球を選び先制します。その後も２回裏に４点、４回裏には５点を奪い、１０安打
１０得点の猛攻で球場を沸かせました。６回は芳屋快選手、７回は佐藤翔選手の投手リレーで相手打線を抑えて、１０対１の７回
コールド勝ちで準決勝に駒を進めました。

芳屋 快 選手 ＜中継ぎ＞
投手/出身校：能代松陽高校 ⇒福島大学

佐藤 翔 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：東海大学山形高校 ⇒八戸学院大学
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準決勝 ＶＳ EKCベースボールクラブ

渡邉 拓海 選手 ＜先発＞
投手/出身校：酒田南高校 ⇒ 東日本国際大学

伊藤 琉晟 選手
外野手/出身校：酒田南高校 ⇒ 富士大学

エフコムＢＣは１回裏に松嶋拓郎選手の左翼スタンドに突き刺さるソロホームランで先制。その後２回裏には伊藤琉晟選手のセ
ンター前タイムリー、５回裏には東海林歩喜選手がセンター前ヒットと相手守備が乱れる間に生還し１点ずつを追加します。
今年初先発となった渡邉拓海選手は粘り強い投球と味方のファインプレーにも助けられ、７回を無失点に抑える好投を披露しま

した。８回以降は大内遼河選手が相手打線を封じて３対０で勝利し決勝に進出です。

東海林 歩喜 選手
内野手/出身校：仙台城南高校 ⇒八戸学院大学

大内 遼河 選手 ＜抑え＞
投手/出身校：福島高校 ⇒東北学院大学
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決勝 ＶＳ オールいわきクラブ
初回表の守備、一死二塁からレフト線に運ばれ１点を先制されます。その後は得点に結びつかない展開が続きますが、４回裏一

死二塁から伊藤海斗選手のライト前タイムリーで同点に追いつきます。先発の小川佳斗選手も、２回以降徐々に力強さを増してい
く投球で得点を許しません。１対１の同点のまま６回裏は、一死二、三塁から島﨑開史選手のタイムリースリーベースで勝ち越す
と、その後も打線がつながりこの回４点を奪います。７回裏には松嶋拓郎選手の本日２本目の本塁打となる飛球がバックスクリー
ンに吸い込まれ、最後は６回に続き島﨑開史選手が右中間を破って走者が生還、８対１のサヨナラコールドで優勝を飾りました。

応援ありがとうございました！

伊藤 海斗 選手
内野手/出身校：酒田南高校

小川 佳斗 選手 ＜先発＞
投手/出身校：八戸学院光星高校 ⇒ 八戸学院大学

島﨑 開史 選手
外野手/出身校：日立第一高校⇒ 福島大学

松嶋 拓郎 選手
内野手/出身校：文星芸術大学付属高校⇒ 仙台大学
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〜２０２３年度年間表彰受賞〜
５月１１日より開幕しました都市対抗野球第一次予選福島県大会の開会式に於いて、昨年度のチーム及び個人選手の年間表彰式

が執り行われました。
個人表彰にはエフコムＢＣから４名、昨年引退した「渡辺正弘」さん、「三浦隆治」さん、「大内啓吾」さん、「服部誠也」

さんが受賞されました。誠におめでとうございます！

受賞おめでとうございます！
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